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■特集 中国経済回復の見通し 

＊「内向き」志向を強める中国経済と「一帯一路」のゆくえ 梶谷懐 

＊中国の不動産市場の過去、現在、未来 ―中国経済への影響も含め― 福本智之 

＊家計消費から見る中国内需拡大戦略の課題 唐成 

■ASIA STREAM（2023 年 4-5 月） 

＊中国の動向 反スパイ法の強化で外資系企業の摘発が相次ぐ 濱本良一 

＊台湾の動向 深まる台湾と米国の軍事協力関係 門間理良 

＊朝鮮半島の動向 日韓シャトル外交で岸田総理「心が痛む」と表明 塚本壮一 

■COMPASS 

＊中国は平和の使者となれるか？ 鈴木一人 

＊G7、中露、グローバル・サウス 増田雅之 

＊現前総統の両岸路線対決と次期総統候補の両岸論述 石原忠浩 

■Briefing Room 

＊インド映画がうつし出す政治と社会 飯田玲子 

■Book Review on Asia 今月の一冊 

＊『在日韓国人になる 移民国家ニッポン練習記』（林晟一著） 嵯峨隆 

■ASIA SCOPE 

＊自らの声で謳うチベットの女性たち 星泉 

■滄海中国 

＊電影中国 独立系映画 その 2 吉川龍生 

■企画連載 中国・むらと食からのグローバリゼーション（第 3 回） 

＊中国農業の新しい担い手 山田七絵 

■巻頭言 

＊中国に行くか 行かないか それが問題だ 吉岡桂子 

■New Publications on Asia 

■表紙写真：AFP／アフロ 

＊ゼロコロナ政策が撤廃されて初めて迎えた大型連休（メーデー休暇）。中国全土の観光地は 

多くの人々でにぎわった。写真は SNS を通じて最近バーベキューブームを引き起こしている 

山東省淄博市。同市では連休期間の宿泊予約者数は 2019 年比で 800％上昇したという。  


